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研究成果の概要（和文）：ある特定の要素が構造内に存在しないことを積極的に予測するために，

人間の文処理メカニズムにどのようなアルゴリズムが備わっているのかを探った。

Aggressively non-D-linked wh疑問文という特定の wh疑問文を用いて，文処理メカニズムの
特質を，特に人間の作動記憶との関連という点から研究を進めた。また，英語の多重 wh 疑問
文の処理に関わる緻密な処理の段階を調べた。逆方向への先行詞の探索が重要な役割を果たし

ていることを明らかにし，日本語の様な意味役割をもらう位置に登場する wh 句の処理とはや
や異なる処理段階が含まれていることが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：This study aimed at investigating what kind of algorithm the 
human sentence processor is endowed with in order to predict the absence of a certain 
element. A particular type of Japanese wh-interrogative sentences, namely “aggressively 
non-D-linked wh-interrogative sentences”, played a crucial role in the study to investigate 
the properties of the human sentence processor, with particular relation to the working 
memory system. Also, detailed procedures were examined that are involved in processing 
English multiple wh-interrogative sentences. It was argued that backward search is 
crucially involved, and it was suggested that Japanese in situ wh-phrases are processed 
somewhat differently. 
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１．研究開始当初の背景 
1990年代後半から，言語知識とその運用の間
に一線を画すそれまでの研究とは異なり，両
者をより密接なものであると考えて，言語の
統語的研究で明らかにされた原理や制約が
言語処理においてどのように使用されてい
るかを実験的に探ろうとする文処理研究が

盛んになってきた (Phillips, 1996他)。そのな
かでも文法的依存関係の文処理過程（例：空
所と埋語の依存関係, Crain & Fodor, 1985）は，
これまでの文処理研究で最も多く議論され
てきたテーマではないだろうか。文法的依存
関係を手がかりにして，これまでの先行研究
で詳細に調べられてきた研究課題を要約す
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ると，ある要素 a（被認可要素）の存在によ
って別の要素 b（認可要素）の登場が文法的
に不可欠という状況で，文処理アルゴリズム
が要素 aから要素 bの登場をどれだけ正確か
つ効率的に予測するかを調査してきたとま
とめることが出来る。 
 
２．研究の目的 
本研究では心理言語学的実験に基づいて，(1)
要素 dが登場しないことを予測する様な文処
理アルゴリズムが，そもそも備わっているの
か，そうだすると具体的にそれはどのような
文処理アルゴリズムであるのか，(2)そのよう
なアルゴリズムはどう習得されるのかを明
らかにするのが目的であった。 
 
３．研究の方法 
Miyamoto & Takahashi (2002)や Aoshima, et al. 
(2004)等の日本語 wh 依存関係の研究によっ
て，文解析器が wh 句を文法的に可能な最も
早い時点で認可する様な統語構造を構築す
ることが明らかにされた。これらの研究の目
的の１つは，入力された文法的依存関係を必
要とする wh 疑問詞(被認可要素)が終助詞の
「か」（認可要素）を予測する手がかりとし
てどのように機能していたかを検討するこ
とであった。これらの研究を出発点とし，本
研究では日本語の統語的依存関係の中で，被
認可要素から統語的に近い位置に認可要素
があえて登場する必要がない構造を材料と
し，文解析器がそういった構造を一体どのよ
うに処理するのかを検証する。その処理過程
を解明することで，より具体的な文処理アル
ゴリズムの姿を明らかにすることができる
と思われる。 
	 
４．研究成果	 
本研究課題の中心になる成果として，以下の
2 つの論文に関してまとめる。これらの研究
は，日本語の wh 句の処理に関してこれまで
の先行研究から前進し，より緻密な処理のア
ルゴリズムを探る取り組みであった。(1) Ono 
& Sakai (2010)では，陳述の副詞「いったい」
の統語的な制約を用いることで，wh 句の処
理に関して多くの関連が指摘される作動記
憶との対立を調査した。また，(2) Sprouse, 
Fukuda, Ono & Kluender (2011)では，英語の多
重 wh構文の性質を利用し，wh句の処理には
どのような細分化された処理段階が含まれ
ているのか，またそのような処理が言語によ
ってどの様に異なるのかについて仮説を立
てている。 
 
(1) Ono & Sakai (2010). 
人間の文解析機構の重要な性質の１つは漸
増性である。つまり解析器は入力を少しずつ
処理するということが知られている。また，

この解析機構は他の認知システムとのイン
ターフェースを持ち，その１つ作動記憶は，
解析器がどのように文を解析，また産出する
かに大きな影響を与えると考えられている。
本研究では，文解析機構の漸増性と作動記憶
の要求の関係を明らかにすることを目的と
した。これまで多くの研究が漸増性と作動記
憶の要求が一致する構造を対象に進められ
てきたのに対して，漸増性が作動記憶の要求
と対立するケースについてはまだ詳しい研
究が進んでいない。Kamide & Mitchell (1999) 
では解析器が漸増的に処理を進めた結果，全
体としては作動記憶に負荷のかかる構造を
構築してしまうことを示している。本研究で
は，類似する状況を生み出す可能性のある
wh 依存関係に焦点を当て，漸増性の本質に
迫ることを目的とした。特に，「いったい」
を伴う疑問詞の処理を題材とし，文完成課題
を用いた実験２つと自己ペース読文課題を
用いた実験を１つ実施した。 
	 陳述の副詞の一種である「いったい」は
wh 句とともに文中に現れることが一般的で
ある。「いったい」は wh句に隣接することが
多いが，以下の例文の様に節境界を越えて登
場することも可能である（Huang & Ochi, 
2004）。 
(a) 太郎は花子がいったい何を買ったと思

いましたか。 
(b) いったい太郎は花子が何を買ったと思

いましたか。 
しかし，「いったい」の位置は無制限という
訳ではなく，「いったい」は関係付けられて
いる wh 句を認可する終助詞「か」に c-統御
される位置に登場しなければならない。例文
(b)では「いったい」は主節の「か」によって
c-統御され，認可されているが，以下の例文
(c)では「いったい」は埋め込み節の「か」に
よって c-統御されることが出来ず，非文にな
っている。 
(c) *いったい太郎は花子が何を買ったか知

っています。 
	 このような文頭に置かれた「いったい」を
含む wh 疑問文はどの様に処理されるのだろ
うか。次の様な文を途中まで処理したと仮定
しよう。 
(d) いったい太郎は花子が何を。。。 
上で見た様な「いったい」の制約が漸増的に
用いられたとすると，文解析器は埋め込み節
の存在を認識しながらも主節に認可要素の
「か」を仮定すると考えられる。しかし，こ
のような処理は，wh 句を認可するのに最も
早い時点に「か」を予測するという wh 句の
処理の一般的な選好性と対立する（Miyamoto 
& Takahashi, 2002）。もちろん，論理的な可能
性として，文解析器は埋め込み節に「か」を
予測することは可能である。しかし，その場
合は，主節に「いったい」と関係付けられる



 

 

別の wh句の存在を仮定し，「いったい」とそ
の新たな wh 句を認可する「か」を主節に仮
定する必要がある。このような処理は非常に
負荷が高いと考えられる。 
	 実験 1（文完成課題）では，文頭に置かれ
た「いったい」が埋め込み節の疑問詞の認可
にどう影響するかを調査した。他の条件と比
較して，「いったい」の条件では Miyamoto & 
Takahashi (2002) 等の多くの先行研究で観察
されている wh 疑問文の選好性が幾分弱まる
という効果が観察されたが，その効果は弱い
ものだった。つまり，例文(d)のような刺激に
対しては，埋め込み節に「か」が登場する様
な完成形が多かった。さらに，そのような場
合で，主節に「か」が置かれることはあまり
多くなかった。 
	 実験 2（文完成課題）でも同様の観察が得
られた。実験 3（自己ペース読文課題）では，
上で述べた選好性をリアルタイムで観察す
ることを目的としたが，「いったい」の効果
は観察されなかった。これらの結果から，作
動記憶の要求が非常に強力であり，総合的な
処理負荷の計算がされていないことが示唆
された。今後の課題としては，「いったい」
のように談話上の機能が通常の疑問文とは
やや異なる要素であることを考慮にいれ，談
話情報を統制しながら実験計画をたてるこ
と，またどの程度の作動記憶の負荷が生じる
際にこのような wh 句の処理が阻害されてし
まうのかを検討する必要があると思われる。 
 
(2) Sprouse, Fukuda, Ono & Kluender. (2011). 
この論文は、あまりこれまで検討されてこな
かった英語の多重 wh 疑問文の統語的性質を
調査した実験結果（適格性判断課題）を報告
した。ここでの実験は心理学における因子計
画法（factorial design）を使用し，いわゆる「島
の制約」を複数の要因に分解した上で，ME
法 （ 精 神 物 理 学 的 測 定 法 ， magnitude 
estimation）を用いて被験者の評価を分析した。
通常「島の制約」とは，ある特定の構造から
wh 句を長距離移動させた場合に観察される
ものであり，「分解した」というのは，その
環境を「特定の構造」の有無（例；補文標識
に whetherを使うか，thatを使うか）と wh句
の長距離移動の有無（例；埋め込み節の目的
語が wh句，もしくは主節の主語が wh句）の
2 つの要因に分解したということである。つ
まり，島の制約はその 2つの要因の 4つの組
み合わせの可能性のうちの 1つで観察される
という予測が成り立つ。	 
	 複数の島の制約に関わる構造を検証した
が，whetherと付加詞の島を多重 wh疑問文で
調べたところ「逆の島の効果」という意外な
結果が観察された。これは，（例えば whether
の島の場合）主節の主語が wh 句の単純疑問
文の場合に埋め込み節の構造が thatの条件と

whether の条件の間に観察された容認性の差
（つまり構造の複雑性の効果）が，多重 wh
疑問文の場合（主節の主語に加えて，埋め込
み節にも wh 句が存在する条件）に観察され
た両条件の差よりも大きかった。言い換える
と，「島の構造」という要因の影響は多重 wh
疑問文の時には非常に小さかったというこ
とになる。一方，主語の島，また複合名詞句
の島の場合はそのような結果は得られなか
った。 
	 このような一見予期できない結果は，実時
間上で英語の多重 wh 疑問文を処理する際の
文処理過程を考慮に入れると適正に分析で
きると主張した。特に，英語の多重 wh 疑問
文の処理には，逆方向への先行詞の探索
（backward search）が要求されていることを
提案した。英語の多重 wh 疑問文では，2 つ
目の wh句が登場した場合，その wh句は意味
役割が認可される位置に置かれ（in situ wh
句），その wh句のスコープの認可のためには，
その wh 句に先行する（i.e., 高い位置に登場
している）Spec CPに別の wh句が存在してい
る必要がある。一般的に，wh 疑問文が処理
される際にはそれが多重 wh 疑問文であるこ
とを期待しているとは考えにくいので，2 つ
目の wh 句が登場して初めてその認可要素を
探索する処理が開始されると考える。そのた
め Spec CPに存在する先行している wh句を
逆方向に（文頭に向けて）探索していく必要
があるという仮説を立てた。 
	 この仮説を用いると英語の wh 島の構造と
付加詞の島の構造の場合に逆の島の効果が
見られたのかを説明することが出来る。逆方
向への探索が行われると仮定し，またこの探
索はなるべく近くに認可してくれる先行詞
が存在することを期待している（通常の
Active filler strategyの様に）と仮定すると，
最も近い Spec CP要素は whether（whの島の
構造），または if（付加詞の島の構造）である。
これらの要素は，多重 wh 疑問文の 2 つ目の
wh 句を認可できる要素ではないが，本来の
認可要素の wh句と共通の素性を持つ。[+wh]
という素性ではないが，[+Q]という素性を持
つためにこれらの構造では，文処理メカニズ
ムが一時的に処理が完結してしまったと勘
違いすることが予測できる。これは，近年幾
つかの報告がある “good enough”の処理と呼
ばれるものの一種である可能性がある。いず
れにせよ，wh の島の構造や付加詞の島の構
造には，このような処理のワナがあり，それ
が逆の島の効果という結果につながってい
ると考えることが出来る。 
	 またこの仮説の検証として，日本語の結果
も報告した。日本語は英語と異なり，wh 句
は意味役割が認可される位置に置かれ，認可
要素の「か」の位置によってその wh 句のス
コープが決まるという言語である。英語の多



 

 

重wh疑問文中の 2つ目のwh句の場合と異な
り，認可要素の探索は順方向（左から右）で
あることから，英語の実験に見られた様な逆
の島の効果は観察されないという予測にな
る。実際に，日本語の wh 島を含む刺激では
逆の島の効果は観察されず，英語の多重 wh
疑問文では逆方向への先行詞の探索が行わ
れていることが示唆された。 
	 この研究成果は，日本語や英語の wh 句が
どのように処理されているのかという研究
課題に基づき，英語の多重 wh 疑問文を用い
て言語処理のアルゴリズムを検討したもの
である。これにより，英語の一種の wh 句の
処理に逆方向への先行詞の探索が行われて
いることが示唆され，このような処理は日本
語にも当てはまるかどうか（またどういう場
合にそれが行われるのか）が今後の課題とし
て残された。 
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